
研磨工法 

 

1・目粗し 

対象物の表層に軽く傷をつける程度の研磨作業 

・専用機   Ｋ－30 Ｋ－60  ＨＴＣ500（各集じん機能付き） 

専用機を使用する事により、ポリッシャーなどによる目粗しより対象物の表層に深い傷をつける事ができ、材料の

食付きを良くし、剥がれにくい下地を作ることが可能です。また集塵機能が付いていますので、工場や食品会社等

のほこりを嫌う現場では、最適といえます。 

 

目粗し専用機（集じん機能付き） 

 

専用機専用ダイヤ（＃５０～６０） 

 

ポリッシャーによる目粗し具合 専用機による目粗し具合 

 

機材仕様表 

機材名 Ｋ－３０ ＨＴＣ－５００ 

全長 １１８０ｍｍ ９００ｍｍ 

全幅 ４１０ｍｍ ５００ｍｍ 

全高 ９１０ｍｍ １５５０ｍｍ 

重量 １１０㎏ １４０㎏ 

電源・燃料 三相２００Ｖ２０Ａ／ガソリン 三相２００Ｖ１６Ａ 



2・研削作業 

対象物の表層を専用機で研磨することにより削りこみ、撤去します。 

もちろん集じん機能付きなので粉塵等も最小限に抑えることが出来ます。 

・専用機   Ｋ－３０ Ｋ－６０  ＨＴＣ－５００ ＤＨＧ（重研削機） 

※ 主な用途 

・ レイタンス処理（のろ・レイタンスの完全撤去） 

・ 雨打たれ処理 

・ レベルダウン  

・ 1ｍｍ程度までの薄塗膜撤去 

 

研削作業専用機 

 

専用機専用研削ダイヤ（＃３０～４０） 

 

専用ダイヤによる研削過程（塗膜ローラー０．５ｍｍ程度） 

 

研削完了 

機材仕様表 

機材名 Ｋ－３０ Ｋ－６０ ＨＴＣ－５００ ＤＨＧ 

全長 １１８０ｍｍ 910～1550ｍｍ ９００ｍｍ ９８０ｍｍ 

全幅 ４１０ｍｍ ６５１ｍｍ ５００ｍｍ ７００ｍｍ 

全高 ９１０ｍｍ ９３０ｍｍ １５５０ｍｍ ９１０ｍｍ 

重量 １１０㎏ ２２７㎏ １４０㎏ ９０㎏ 

電源・燃料 三相２００Ｖ２０Ａ 三相２００Ｖ３２Ａ 三相２００Ｖ１７Ａ 三相 200Ｖ21.5Ａ 

 


